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美術教育とはなにかと問い続けた日々
清 原 知 二
美術教育との出会い
画家志向の私が美術教育と出会ったのは大学に美
術教育という学問があったことに始まる。入学当初
は絵を描くことに未練があったが、教員養成の大学
の美術学科で学び始めた。教員養成が主目的なの
で、美術教師に必要な美術の各方面の技術指導を受
けた。小学校の免許も取っていたので、他教科の科
目も履修した。そんな中で学年が上がるにつれて、
この大学でしか学べないものは何かと考えるように
なり、出会ったのが美術教育であった。学部生、院
生として美術教育を専攻した。当時美術教育の大学
院が全国で⚒校しかなく志望者も多かったが、なん
とか合格して美術教育の研究生活が始まった。制作
は一切せず、美術史の研究でもないのに論文を書
く。論文という未知のものとの生活が始まった。
美術教育とは何かと悩んだ日々
指導教官から美術教育を研究するには現場を知っ
ておくことが重要であると聞かされ、院修了後⚓年
間公立小学校の教員になった。図画工作科のみ指導
するのではないので、最初は結構つらかったが、
色々な教科と図画工作科を結び付けた合科教育を指
導して、児童も私も結構楽しめる場面もあった。こ
の⚓年間は私に児童とは何かという非常に重要な視
点を学ぶきっかけを作ってくれた。しかし小学校で
勤務しつつ論文を書く事は難しく図画工作科研究会
で研究発表や、会誌に投稿することしかできなかっ
た。⚓年間公立小学校に勤めた後、ある短期大学の
募集があり、縁あって勤めることになった。同時に
幼児の造形研究会の運営、出身大学の附属小学校の
研究協力員などを務めながら、美術教育の扱う内容
などを体得していった。これらは美術教育と子ども
理解を深めることにもなった。
ようやく論文を書く状況は整ったのであるが、ど
のような視点で書けばいいのか方向性が全くわから
ない。はじめは美術教育の重要な文献を読んで解説
的な論文に仕立てたが、内容はたいしたものではな
かった。ただその論文の中で感覚統合というものを
知り、それを研究してみることにした。
触覚との出会い
感覚統合の文献を調べたが、まだしっくりとこな
かった。そのまま調べ続けている内に医学的には感
覚は⚕感だけではなく、多くの感覚があり分類の方
法も違うことを知った。そこで出会ったのが体性感
覚というもので、触覚に代表される感覚群であっ
た。この感覚群は成長の過程から見れば無力な乳幼
児の生命を存続させる感覚（痛覚等を含む）である
ので出生時からよく働いている。視聴覚など一般的
な感覚はほとんど働いていない状態で出生してい
た。それは体性感覚が命を守るために先に発達し、
他の感覚もそれに追従するように発達するものであ
ると意味づけるにいたった。触覚を最も優先して使
用して、美術表現活動に用いたとしたら、どのよう
に変化するのかという課題に取り組むために「美術
教育試論」という一連の論文を書くことになった。
触覚と子どもの表現活動
表現活動を描画中心に考えることとした。それま
での経験や研究で⚙歳前後に医学的に触覚等が完成
し、それが視覚表現傾向になり、その変化が描画表
現に顕著に表れること知っていたためである。その
ため小学校の高学年までの描画表現を乳幼児期まで
順番に遡り、触覚との関係性に注目して研究を行っ
て多くの関連性を見出せたと考えている。写実的な
描画表現は、ルネッサンス時代に発見された視覚の
みを抽出する技術であることを指摘し、その技術が
導入される前と後の描画表現の違いを日本、西洋絵
画を中心に比較することも行った。研究の視点を見
つけたことができたのは幸運であったと思う。
末尾になりましたが、長年多くの皆様に支えられ
てきたことを心より感謝しております。難しい課題
が山積みですが、神の加護の元、今後の関西学院大
学教育学部のますますのご発展を祈念しておりま
す。
